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✍ 5 年 JAXA連携授業 １０／１２ 

５年生が JAXA（宇宙航空研究開発機構）の先生を

リモートでお招きし、人工衛星やプログラミングに

ついて学びました。 

 人工衛星が生活の身近なところで役立っている 

こと、作動させるためにはプログラミングが必要で

あることを学んだうえで、プログラミングソフト  

「スクラッチ２」の操作方法を学びました。 

 子どもたちからは、「リモートで JAXA の方とお話が 

できて楽しかった」「プログラミングは人工衛星にも 

使われているんだなと思った」「人工衛星は、地球のこと

を思う人がいるからできたと思う。それが私たちの暮ら

しに役立っている」といった学びの振り返りができまし

た。宇宙に関する質問にも答えていただき、深い学びと

なりました。 

 

✍４年 UD 授業 １０／１２ 

４年生は総合的な学習の時間に『みんながくらしやすいま

ち”泊山”』というテーマを掲げ、９月からは、自分たちの  

身近にあるユニバーサルデザイン（以下 UD）について学習を

すすめてきました。１２日（月）には、UDについての知識を

深めるために、NPO法人 UDほっとねっとさんを、ゲストティ

ーチャーとしてお招きしました。 

 当日は、UDの概要だけでなく、視覚や聴覚に「障害」がある方からのお話を聴くこともで

きました。日々の生活の中で、UD があることが心の安心につながっていること、そして、  

自分と関わる人たちの「大丈夫ですか？」「何かお手伝いすることはありますか？」という、

相手のことを考えた一言によって支えられていることを教えて

いただきました。 

 みんなが暮らしやすい街にしていくため、当事者意識をもって

どのように生活していけばよいか。学んだことをどのように生活

に取り入れていくのか。出前授業を受けたことで自分たちの生活

の在り方について再考する貴重な時間となりました。 
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✍６年外国語 １０／１４ 

行きたい国とその紹介ということで、「I want to visit 

～ 」「You can see ～」「You can eat ～」「You can buy ～」

「It's ～」のフレーズを使って取り組みました。 

 タブレットで事前に行きたい国の情報を集め、Power Pointに

写真等を貼り付け、スワイプしながら友達に紹介していました。

タブレットの使用が当たり前になってきています。 

当日は，南中学校の英語の先生方も 

授業に参加しました。 

 ドイツ、フランス、イギリス、カナダ、

ハワイ等々の国々の自然や建造物、おい

しい食べ物などが写真で紹介され、ます

ます行ってみたくなりますね。 

 

✍学校集会 後期認証式(Zoomによる配信) １０／１４ 

後期の学級委員・代表委員、委員会委員長の認証式

を視聴覚室にて行い、その様子を Zoom により各学級

に生配信しました。感染防止に努める中、体育館に 

全校児童を集めることを控え、前期には校内放送にて

行いましたが、今回は生配信を行うこととしました。 

 前日放課後には、各学級で接続テストを行い本番を

迎えました。視聴覚室では、校長を含め、各委員の子

どもたちも緊張した空気になりましたが、終えると 

笑みがこぼれました。 

 各教室では、スクリーンに映し出された 

視聴覚室の認証式の様子を見入る子ども 

たちの姿がありました。 

 Zoomの活用を今後も続けていきます。 

保護者の皆様に配信できる日も近いかな。 

✍一枚の写真『バトンパス』 友だちを信じて・・・ 

 左の写真は先月の運動会６年生のバトンパスの写真

です。前を走る選手は後ろを見ることなく左手を大き

く後ろに伸ばします。必ず渡してくれると信じて走り

出しています。 

 後ろの選手はバトンを前の選手に渡すため、大きく

手を伸ばしてバトンを渡そうとしています。 

 互いに信頼している姿です。いいですねぇ。 

バトンパスに限らず、友だちを信じるっていいですね。 


